
 

 

 

 

 

 

 

「年末一時金 2 ヶ月以上の回答」をストライキ回避基準に設定するも 11 月 4 日回答指定日に出された回答は

1.75 ヶ月とストライキ回避基準を下回る結果だったことから、主な 4 グループでのべ 100 名を超える組合員が

始業時 1 時間のストライキを決行し、「生活できる冬季一時金をもとめストライキ決行中」などのプラカードを

掲げながらの集会を実施しました。 

「年末一時金昨年実績から+0.05 ヶ月以上の支給回答」をストライキ回避

基準に設定し、これまでの春闘や秋闘では、午後始業時 30 分のストライキ

配置だったものの、「それではアピールが足りない！法人にもっと圧力をか

けたい！」ことから 10：00～10：30 までの 30 分のストライキを配置して

いたが、ストライキ回避基準を上回る回答が出されたことからストライキ

は行わずに、病院入口前で 30 分間の宣伝行動を実施ました。7 名の組合員

で「安全・安心の医療介護を」などの横断幕を掲げながら回答状況の報告

や、過酷な現場実態などを訴えました。 

全医労北海道医療センター支部と札幌病院支部合同で、札幌市内で「国

立病院の機能強化を求める」署名行動を行いながら、人手不足、低賃金

の中で働いている実態を訴えました。 
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11 月 5 日産別統一行動日速報！ 


